
令和４年度 ふじえだ型ピア・サポート活動の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

月別 
ピア・サポート活動 

ピア・サポートを中心に据えた行事 
プログラム 職員研修 

４月 

ペア顔合わせ 
１年生を迎える会 

遊具の使い方（１．２年） 

掃除のお手伝い（１．６年） 

校内子ども会 

 
 
 

職員会議による提案 

各学年の目指すピア・サポート

の具体的な姿 

５月 

あいさつボランティア 

野菜の苗植え（地域）  

授業を見合う会 

ピア・サポート掲示板作成 

６月 
杉星キャンプ 

読書週間 

 
 

学校生活アンケート 

７月 
自然教室（５年） 

 
職員研修 

８月 
  ピア・サポート伝達 

９月 

 

 
 

学校生活アンケート 

10月 
修学旅行（６年） 

 
 

11月 

運動会 

読書週間 

クラブ活動 

 
 

 

12月 
クラブ活動 

 
 

１月 

読書週間 

 

 学校生活アンケート 

教育課程振り返り 

２月 
６年生ありがとうの会 

 
次年度 

年間計画提案 

３月 
校内子ども会 

  

『ピア・サポートいっぱいの青小』 
～いつでも だれにでも ピア・サポート 

藤枝市立青島小学校 
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【通年】人間関係づくり

プログラムやピア・サポ

ートプログラムのスキ

ルトレーニングを活用

し、友だちとのかかわり

方を学習する。（学活や

道徳と関連づけて行う） 

～関係づくり～ 

☆各学級で日

常的に認め合

う場を設け

る。 

☆行事や活動

の際、ピア・

サポートを意

識しためあて

を考える。 
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謝
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１ 本校のピア・サポート 

本校の学校教育目標は、「明き心と 思いやり 自ら動き 学び合う子」である。特に本校で

は、特別活動の重点として「良さを認め合うピア・サポートの推進」を掲げている。日々の授業

をはじめ、日常生活の中で子供同士によるピア・サポート見つけ、教師による価値付けや指導を

行っている。３学期３ステージ制となった今年度は、思いやりステージでほめる、認めること、

高め合いステージで励まし、後押し、助け合い、ありがとうステージで感謝と視点を設けた。日

常的なピア・サポート見つけを促そうと～いつでも だれにでも ピア・サポート～を目標にピ

ア・サポート委員会は活動を開始した。全校児童１０００人を越える子どもたちと教職員がピ

ア・サポートに取り組むので、『ピア・サポートいっぱいの青小』である。 

２ 特徴的な活動 

本校には、「ピア・サポート委員会」がある。ピア・サポートを増

やし、広げるために全校児童からピア・サポートを集め、給食の時間

にピア・サポートを紹介する放送をしたり、掲示板に掲示＜提言７＞

したり、活発に常時活動を行っている。 

具体的なピア・サポート集めの方法は、各教室のドアにピア・サポ

ートカードと回収袋を設置(右下写真)、全校児童がいつでも書いて出

せるようにし、委員は 2 週に 1 度回収するというもの。回収後は全て

のカードをチェックして、ピア・サポートしてくれた相手に届ける。

全校に広めたい内容などが書かれたピア・サポートカードは、放送し

たり、掲示したりして紹介する。放送では、ただ読み上げるだけでな

く、～いつでも だれにでも ピア・サポート～のポイ

ントとなる事柄を添えた。＜提言６＞ 

ピア・サポート委員会の実施したピア・サポートカー

ドや放送は、各学級の日々のピア・サポート指導に活用

された。『カードを定期的に全体で取り組み、掲示した

結果、良い言葉がけを真似する子が増えた。』『ピア・サ

ポートを書く時間を設けたことで、いろいろなピア・サ

ポートの見方が増えた。』『ピア・サポート委員会の放送

で一言付け加えていたのがとても良かった。何を価値と

置くのかがわかりやすかった。』＜提言４＞ 

３ 本年度の成果と来年度に向けて 

ピア・サポート委員会の常時活動や、日々の指導によって学校にピア・サポートが浸透してい

ると感じられる。この良い表れを次年度も引き継ぎ、さらに全校でピア・サポートの意識を高め

ていきたい。今年度のピア・サポート委員会は、集めたピア・サポートカードを「相手のため」

「クラスのため」「学校のため」「地域のため」に４分類した。その結果「相手のため」という１

対１を意識したピア・サポートが非常に多いことがわかった。一方で～いつでも だれにでも 

ピア・サポート～の「だれにでも」への意識を広げられなかったことが浮き

彫りとなった。委員会の振り返りで課題を見つけ、次年度の活動へ生かすこ

とができそうである。 

来年度もピア・サポート委員会のある本校らしく、委員会が中心となって

日常的に自然にピア・サポートできるよう活動を推進していきたい。 

また、教職員が情報共有したり伝達し合ったりする場を増やし、教職員間

のピア・サポート意識も高め

ていきたい。 


